
葉の背縁基部はあまり下延しない。葉基部のピッタ状の細胞は不明瞭あるいは2-3列に2-3細胞が並
ぶ程度。茎は横断面で中央部に厚壁細胞がない。葉は円形、長さと幅がほぼ等しい。葉は接在し、
背縁の外曲はやや弱い。ブナ帯から亜高山帯の水辺に生育することが多い。

香美町の他には、近畿地方では、三重県大杉谷、奈良県川上村伯母谷、大台ヶ原から知られるのみ
である。香美町の産地では2018年の調査で生育を確認できなかった。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Plagiochila  hakkodensis  Steph.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市、香美町

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ハネゴケ科

兵庫県ランク…ミヤマハネゴケ
環境省ランク… －


